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IV.学校現場の問題
現職教師が大学院で学ぶことの;意義と現状
山形県村山市立楯i司小学校小室哲範
1. はじめに
1971年 6)=J 1日の中央教育審議会の「今後における学校教育の総合的な拡充整備のための基本
的胞策についてJの答申などに基づいて，現在現職教師の再教育を主眼とする兵庫，上越， I鳴門の
各教育大学が設置されている。さきの答申以来，これらの大学の役割やそのあり万等について，各
識者がマスコミ・書籍・研究論文などでとりあげ，意見を発表していることは周知のとおりである。
さて， 1985年 12月4日付の朝日新閣は「現場に帰って すぐ役立つことは何もなかった。生
活のペースを戻すのが一苦労だったjとする上越教育大学(以下，本学と称す)大学院修了者(現
職教師)の感想を載せている。筆者は，現在このような大学院に在学中の身であり，各識者や本学
の先輩のように，本学のことや本学での経験を必ずしも客観的に述べ得る立場にはない。しかし，
現在学んでいる身であるからこそ述べ得ることもあるのではなし 1かとも考える。そこで，現在考え
ている本学大学院で現職教師が学ぶことの意義，その生活の現状について述べてみたい。
2. 本学で学ぶことの意義一自己理解の場としての大学院
(1 ) 飛躍の契機を求めて
現在大学院で学んでいる現職教師の入学動機は，実に多種多様である。個人にあっても，単一
の動機だけで大学院で学んでいるのではない。この動機について，本学で学ぶ友人との会話の中か
ら，ほぼ共通なものとして次のようなものがあることに気づかされた。
現職教師として10年も過ぎると，自らの教育実践について開僚教師からそれ程ひどい批判を受け
ることもなくなり， I可僚に指導上意見を求められたり，学校外でも自分の意見を述べたりする機会
が増えてきていた。そして，このような機会が増えれば増えるほど，次のようなことについても自
覚するようになってきた。それは，同僚などに助言を求められたとき，言っている内容が以前ic5jlj
の人物にしたのと同じ内容の繰り返しであったり，教育実践においてそれまで身につけてきた手法
の単なる繰り返しでしかない，といったことがらである。たしかに，後輩教師が具体的事項(例え
ば板書事項)についてアドヴアイスを求められれば，私が見た{Jljではこんなすばらしいものがあっ
た，と一応棺手が納得する程度の対応はできる。しかし，その内容が何故すは、らしいのか，といっ
た理論的根拠まで説明することは在々にして[2sl難であった。
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こうした状態を自覚する教師の場合 自分の学校の同僚の批判に耐えるだけの教育実践ばかりか，
自分が向上したと実感できる指導技術の向上と，自己の指導理論の確立を目指すのは自然である。
本学に入学する以前の仲間は，このような飛躍の契機を求めており，それを本学に求めたものと考
えることができる。
(2) 師の存在と、自己の能力の把握
それでは何故このような契機が職場での研修や，各都道府県教育委員会などが主催する研修では
なく，大学院でなければならなかったのであろうか。大学院で学ぶ乙との，第一の意義は，自らの
指導上の師を広く求めることができるという乙とがあげられよう。各地で、行われている研修会では，
いくら素晴らしい講師が指導してくれたとしても その場限りのことが多い。職場においても優れ
た向僚も少なくないが，日々の仕事に忙殺されじっくり話し合う機会がなかなか得られず，また同
僚としての遠慮もある。ところが，本学大学院においては，常時 150人余の教宮がおり，自分の興
味・関心の内容やそれに近い事項を生涯かけて研究をしている。この人的資源こそが他にないもの
といえる。自らの師として それが文献であっても 記録に残された優れた実践であっても，もち
ろんよい。ただ，このような郎の同組点として，それ自身の弱点を積極的にさらけ出してはくれな
いζとが挙げられる。つまり 読み取る側がひたすら悟らなければならない。一方，自分の自の前
にいて生きた対応をしてくれる師を前にすると，自分をさらけださざるを得ないし， sijは自分の長
所は当然としても短所ないし欠点までさらけ出してくれるものである。このことから，いままで自
分としては認めたくなかった自身の弱点まで認めざるを得なくなる。例えば 体育の授業について
いうと，現在「楽しい体育」の必要性が叫ばれ，その方法上の解説書が多く出されている。学校現
場では，この種の書籍を読むときは，まず授業の解説部分に力点を誼いて読む。そしておそらくは，
そう批判の出ない授業を行えることになる。そうすれば¥一応自分は教師として通用する，との感
じを持つことができる。(言うまでもないことであるが ここまでの段階に至ること自体が相当困
難ではあるのだが。)しかし この「楽しい体育」が叫ばれるようになってきた歴史的背景，社会
情況，各種答申との関係，これまでの学習指導要領との力点の違いなどについて，仮に解説書に警
かれていたとしても読まないか，読み流すことが通例である。こうした'情況におり，大学院での授
業等lζ出席しその歴史的背景等を矢口り 改めて f楽しい体育」の重要性を再認識するのである。こ
のときに，はじめて自己の実践上の弱点を発見したり，あるいは実践上の弱点発見の{J在かな白を養
うことができると考えるのである。こうした自は，通常短期間での研修では養い得ないものであろ
う。つまり，大学院で学ぶことの意義は，自分の現在抱えている実践上の悩みや問題点，さらには
意識していなかった問題点までも含めて指導してくれる教官がいて，その人達が 2年間付き合って
くれることにあると考えるのである。
????
(3) 指導技術改善のための学識の拡大
次iζ，先l乙示した本学の先輩のような感想が何故でてくるのかという点について考察してみよう。
端的にいって，学校現場でと1?t~; 起こる諸問題についての呉体的解決のための処方筆を，大学院での
授業に求めたからに他ならないのではないかと推察する。現職教員が本学:1乙入学する動機としてこ
のような!日片f長をもっていることは，修士論文のテーマがf克服教員の研修についてだとか，授業改善
の!泊先システムであったりして，なんらかの意味でr::I々の授業実践に結びついている傾向が強いこ
とからも言える。一万学部からそのまま入学してきた同級生は，アメリカの教育制度や，青年期の
心fW(j';J特質など，言ってみれば、アカデミックな内容になっている。このようなことからも，現場教
師が日々の教育実践に直接参考ーになるものを求めていることをうかがい知ることができる。しかし
学校現場に起こる諸問題は極めて多段であり，これに全て対応できるだけの処方実を大学側が用意
できるとみることそれ自体 もはや不可能に近く、また非現実的な見方だといわざるを得ない。さ
らに，呉体的な処方笠を編み出す乙とこそ，現場にいるわれわれ教師のプロたる所以ともいえる。
こうした処万笠をつくるためのさらなる学識を養うこと そしてそのことを深く自覚することが本
学で学ぶ第二の意義であると思うのである。
(4) 価値観の相対化
第三の意義として，教師の価値観について述べておきたい。教師の日常行為すなわち児童・生徒
の学習に対する指導や教材選択並びに教材解釈などは，すべて教師の価値選択的行為である。そし
て必ずしも自信のない乙とであっても 即座に判断を下さなければならないことが多い。大学院で
の研修の究極的な意義は この一定期間現場を離れたなかで 自分の行為をゆっくりと振り返るこ
とにより自ら疑うことのなかった価値観の変更，あるいは価値観の桔対性の自覚を持つことにある
と考える。 例えば，冒頭で述べたように，いままで自分がよしとして後輩などにアドヴアイスして
きた出導方法も数々の弱点と限界があり絶対的なものでないこと，自分がi暗黙のうちによしとして
きた筏業の質的水準の低さ，さらにはなぜそれでよしとしてきたかの理解である。こうした観点が
なく，指導方法のみを追い求めることは，自己の指導法の長月ITや短所l乙気づくことはできず，従っ
て後輩に対するアドヴアイスも自信のないものとなるか，独善的なものにならざるを得ないと考え
るのである。
(5) 教師の文化の相対化
最後l乙jこにのべた価値観の棺対化の意義と深く関わる乙とであるが，全国の各地域から集まって
きた現職教師と 1寺i習をかけて話し合える乙とである。教師は，自分の勤務する学校・地域での教員
文化を身にっけなければ，通常の協調的な勤務はできない。そして多くは，その中で教師としての
一生を終える乙とになり，自分の身につけている教師としての文化(価値や規範)を相対化する機
会を持たない。ところが，全国から集まってきた友人とじっくり話すうちに，自分の地域で行われ
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ている慣行がかなり特殊なものもある乙とに気づくのである。このようなことから，本学lζ求める
ものは多種多様であったとしても，そこで、各人に確実lと生起することは，価値の相対化を合めたIl
己期解といえる。
3. 大学校生活の現状
了度手前こにある，本学大学院院生協議会が 1986年 l月に実施した休日実態調奇の結果の一部を
紹介しながら，論述する乙とにしよう。最後に示した資料がそれである。まず，研究i7について検
討する口 調査結果では，満足~I羽として他を圧倒して「自分の時間が持てる j ことがあげられてい
る。不満要因として高いのは， r研究設備が不備jのJ}HLIである。研究そのものに対する満足度は
かなり高い。次に自由記述になっている大学当局に対する要望についてみてみよう。そのうちの主
なものをあけてみることにする。非常1ζ多くの巨i答者があげているのか， [支!書館の蔵書・研究資料
の少なさである。これが 自由記述の様式で記された要望の大半を占めるといってよい。次lζパソ
コン 3 ワープロの不備と使用'iHlj限のあることをあげている。ある程度数としてまとまる項目の段後
は，授業のあり方についての問題である。 内容としては，調講講座のこと，講義が多く演Wlが少な
い乙と，さらに教官自身の研究態度などをあげている。 満足事項としては，大学が夜遅くなっても
開放されていることをあげている者もいる。特定講座に共通の要望事項として 附属養護学校設置
希望がある。
乙の調査結果から浮かびあがってくるのは，白分のH寺IHlが持てて研究におjしてはかなり満足して
いるものの，本学の設備，特に図書館に対して大きな不満を持っている点である。さきに述べた現
職教姉が大学院で学ぶことの意義がト分に実現されるためには なによりもl時間的ゆとりが大切で
あると考えられる。この意味では 本学はその機能をかなり果たしているといえる。ただ新設大学
の悲しさか，設備に対する不満が非常に多い。寸交に 都道府県の教育センターなどより大学の万
が蔵書や研究資料が多いのが普通である。図書館については 我々の期待に大きく反していると言
わさるを得ない。
次iζ，生活面について検討してみよう。生活満足要因としては， I宿舎と大学が近いJ 11~1 然IWl
j克がよい」をあげている。不満要因としては，大学会館(本学の生活関連施設)に関係したことか
多い。生活全般に対する満足度も高いといえるが 約4分の lの回答者は不満を感じている。次に，
生活面での自由記述による大学当局lζ関する要望事項をみてみよう。これは研究而ほど多くはなく，
内容項目もあまりまとまっていない。項目としては除雪，パスの運行本数， (令i愛)芳，食堂，寮の設
備などがあげられている。こうしてみると生活上の不満要因は 大学設置場所と自然条件によるも
のが多いことがわかる。
以上の乙とから，設備，設置場所等lζ不満があるものの， IrJi=1目的ゆとりがあり，おおむね!とIiJiな
気分の中でほぼ快適な研究生活を送っているといえよう。
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4. おわりに
以上，現職教師の大学院で学ぶことの意義と現状について，筆者の個人的な見解や経験を思いつ
くままにのべてみた。現在 3 教ri~íの資質能力の向上がrIJ~ ばれ，各都道府県における教育センタ一等
の設誼なとを合め，着々とその子が打たれている。こうした手段の有効性と限界を見極める上でも，
そこで学ぶことの意義を深く考察することが必要ではなし、かと考えるのである。
最後l乙，本稿をまとめることにより，筆者の大学i涜における研修を振り返る機会が与えられたこ
とを感謝したい。おそらく，本学で学んだことの意義を冷静な白でしかも深く実感できるのは，来
春教育現場iζ後帰してからではないかと考える。この時にもう一度 本学で学んだことをかみしめ
てみたい。
上越教育大学における大学校生の生活実態iζ関する調査 (Bfj 61・1実施)
Nニ 210
7局 査 J] 自 実数 % 
① 自分の時間が持てる 1 4 5 69.0 
立川、通りに研究ができる 45 2 1.4 
教官の指導がよい 4 9 23.3 
研究設備が整っている 22 1 0.5 
よい友人がいる 6 1 29.0 
その他 3 1.4 
自分の時間が持てない 1 2 5.7 
忠、し 1通りの{研究がさせてもらえぬ 1 7 8‘O 
教宮の指導が悪い 23 1 1.0 
研究設備が不備 1 1 0 52.4 
① 人間関係がうまくいかない 6 2.9 
その他 2 1 1 0.0 
3 研究面での大学当局への要望 省 l洛
一
4 ① 十分満足している 22 1 0.5 
高b足。匂Jf ② まあまあ満足している 130 6 2.0 
③ やや不満である 37 1 7.6 
度 ④ 非常1乙不満である 1 0 
ベ円① 宿舎と大学が近い 1 04 
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5 ② 宿舎が住みやすい 1 3 6.2 
③ 自然環境がよい 59 28. ] 
i2 
lζ ④ 生活費がかからない 4 1 1 9.5
j足前
① その他 ] 2 5.7 
学生宿舎に入れない 9.0 
6 宿舎が住みにくい 9 
iJi スーパーマーケットが速い
lζ 
④ 大学会館の営業H寺1mが短い 26.2 
不J前
① 食堂のメニューに変化がない 44.8 
⑥ その他 33 1 5.7 
7 生活面での大学当局への要望 省 I!各
8 司 十分満足している 9 4.3 
生足度活
② まあまあ満足している 1 1 8 56.2 
③ やや不満である 53 25.2 
④ 非常に不満である 1 1 5.2 
」←ー
(注) 本表は，上越教育大学大学院院生協議会で行った調査結果をもとにして作成したもので
ある。
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